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1)害総会報告

1月 7S (水)11時から 2009年度総会を行いました。参加者6名、昨年慶

の活動についての総括と会計報告、今年度の活動計画など話しあいました。

昨年度の活動として、 4月のしだれ接めぐり、§月の香川県立東山魁夷せと

うち美術館観輩、 11A (J)/)，.万高東町甲斐主霊童麗など、比較的遠出の活動が

多く含まれ、充実していたという意見が多く出ました。また、昨年度の中心的

活動として、 5A・8月の準備期間を経て 7月に実施した東議亙虫主主民盤主

企よ産主主主:基準車の告然j展は、由形さん、奥)11さんの協力を得て、会とし

て久しぶりに外に向けて発信できた企画でした。たった l自眠りでしたが、 100

名近くの来場者があり、大きな意味があったのではないかというのが参加会員

共通の認識でした。ある会員からは、 fl0月始めには住署玄亙車市に来られた

三安全自主E代代表の主主主止に、担五王特には研究所宣草色エ撞主主に、 11

月には工房を訪ねてゴ笠蓋主ムζ去塞にお会いし、それぞれ素晴らしいお話がう

かがえたことがとてもよかったj という感想も出されました。

昨年慶は毎回参加者が安定してち名を越えていたのも充実感が得られた理畠

かもしれません。

会計報告は以下の通りです。 (2008年 1月"-'12月〉

i民入の意事{開〕 支出の部(丹}

会費 31，む00 切手代 9，む20

l 蝶絵葉書売り上げより返金 10，000 用紙代 3， 740 

泉絵葉書カンパ 300 封筒 198 

カンパ 100 宛名シーノレ 2， 160 

利子 39 コピー代 300 

前年1:Jr繰越金 102，951 パネル麗文虜具 私421

パネル講師昼食 490 

講師事土産 1，090 

保検代 3，820 

高速道路料金 6，400 I 
ガソリン{-'¥ 10， 760 

ぷロ'>.~ロ幸一t 出，翻! 合計 九 ~9~_ J 
持久 390一品， 399=99，鰐1(次年変繰越金)
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2009年震活動計画については、 10丹に構先生の研究所を訪れた捺、先生から

113松山蕃主久松邸の麗から無くなりつつある量重な捧の諮をうかがい、先生の案

内で見せていただく約束をしましたが、その予定が 3月初めに入ること、先生の

持っていらっしゃる貴重な資料を東撞市立密書館の資料麗示室を母りて麗示す

る件について会員の一人から報舎を受け、少しの資料なら鍵の掛るケースに入れ

て展示可能であるものの、その場合臨書館員を中心に動いてもらうことは顛持で

きないことなどを縫認しました。

他に、東温市在住のインドネシア人主嬬の詩を開く会を実施することなどで、

あとは柔軟に対思していくこととなりました。

総会の後は、椀年連り新年会となりました。それぞれが持ち寄った料理と欽み

物で盛り上がちました。今年度も楽しく、充実した会に在るといいですね。

(τ. H) 

@ 
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2 月 例J4きさ幸侵告歪

2月28日(土)子規博特別講座・冬季子規塾の情報に参加可能なメンバー

6人分をOさんにまとめて申込をしてもらい 2月の例会となりました〈講師

有馬朗人先生 f正岡子規と西洋J)講座は午後2時からだったので、午前中

砥部町で開催中の「七折晦まつりJ • r白形毅史 水彩画展j開催@お知ら

せも頂いていたので欲張って出かける事になりました。

9時30分砥部町へ出発。前日雨が降ったせいか肌寒かったのですが、味と

質のよさで知られる「七折小梅jの産地での春の訪れを告げる祭りらしく早

くから多くの見物客が来られていました。紅・譲渡のピンク・濃い白・ろう

梅の黄色の梅約30種類、 1万6千本が咲き誇り梅の花の香りに包まれた会場

を散策しながら、一足早く春の風情を楽しみました。この梅園は観光用とし

て、苗木2000本を植哉、収穫するためのものではなく、梅の花を見に来られ

方に喜んでもらうため新しく造成されたそうです。

その中に、 f百歳万歳j と表示された老木は f名前は*しらかが*七折梅

の元祖です。樹齢百歳に成りました。果肉が柔らかく、梅干し・梅肉・梅エ

キスに最適です。若い頃は、 300kg程の梅が取れていましたが、年老いて

昨年は 60均の収穫でした。今年も精一杯、花を咲かせていますが、収穫は

あまり望めません』と言いつつ、若木に負けんばかりの嵐格ある白い花を咲

かせています。朽ち果てるまでここに居続けてほしい気がしました。

七折の里を後にし、少し早めの昼食を取り、ここで一人のメンバーと別れ

訟山市内へ。アートギャラリー風で開催中の「白形毅史 水彩画展jで泉や

水辺の風景画を観させて頂きました。昨年の夏に開催した『残したい東温市

の自然展』でも展示提供された作品もありましたが、愛媛県内の四季を描い

た風景画 31点、透明感があり明るい雰囲気の水彩画に、こちらでも少し早

い春を感じさせていただきました。 r三か村泉Jの風景画に出会って、水握

む三か村泉に近々訪れてみようと思っています。

13時30分に次の予定地 f子規記念博物館jで、もう一人のメンバーと待ち

合わせていたのでギャラリーを後に道後へ。揃って会場へ向かうと既に結構

な人数 (300名程度〉の受講生が座っていて、我が郷土の子規さん人気は

大した物だと感じました。メンバーのお知り合いの人や fくらしの学習会j

の購読会員の方もチラホラ来られていました。受付で講師のプロフィールが

書かれた資料を渡されただけだったので、話の内容のメモを取りはじめたも

ののどう整理し報告すれば良いか悩みつつ罰き入ってしまいました。聴講形

式の講座だったので、今、私の頭の中に残っている内容としては
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*正関子鑑が東京帯大に入学するまで的話とその時代の帯大師磯子

その時代の学生は、タ事時人教師が仏。英@独語で襲業をするので、語学

試事荘の学生よりもずっと轟秀だったらしい。

*子親はどういった学生時代を過ごしたのか

あまり真面自話学生で誌なかったらしい。そのかわりに、購筆を書いた

り、投舗をしたり、轍石謹との発誠、結接巷痛みなが告も轄事量的』こ行動して

いた。

本子規は帯大時代に外国人教輔の彰響をどう受けたのか

外購入教監事は、東洋の詩歌誌短く鱒単な表現と比べ、西洋の詩的方が書量れ

ている識に、:事詳の詩歌は余分tJ，言葉はそぎ落とし伝える文化として、東洋

と西詳の違い盛時っきりと現した。

*子鑑が薪豊富社時代に記こしたこと

韓匂舗をf下顎全開lこ韓匂をu;晶、韓匂と轄をコラポさせる等新たな試みを

行った日

記櫨にある部分的な事しか書き韻れませんでしたが、太く短い人生を覇軍け

議けていった子規が、ある器産長生きされていたら宮本の文化はずいぶん変

わっていたかも知れません。この事童話講撞に参加できたことに蟻離します。

朝からタ嘉埋まで私たちを車で望者いて下さったHさん、講監の手瞬き告し楼

々な資料唱を準錯して下さったOさん、あ暫がとうございました。 A.主連

お
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3月例会報告〈観捧会〉

3月5日(木〉、構先生の御案内で捧を愛でる会を催しました。

先ず、先生のご自宅から韓近い額人のお宅の帯を垣権越しに拝見しました。ま

い敷地を埋め尽くす沢山の権に摂を饗われました。それぞれの権がバッキンガム

宮星空の密兵の靖子の犠な縦長い形に繋定されていましたが、この様に欝定するこ

とで眠られた土地に、よち多くの曜を構えることが出来、韓金持に詑を付けるこ

とが出来る、上手なやり方だと先生から説明して頂きました。食場バス停前のお

宅です。

次に、ちょっと寄り道して、薄墨桜で有名な下伊台町の冨法寺を訪れました。

ご控職のお名前が薄墨さん。吃驚。習法寺は斉明 7年(661年〉開基され、天武§

年 (680年〉天武天皇が行幸されたとき、病を得た皇居の為に行った修法祈祷によ

ちみごと快癌、事iまれた天皇から薄墨の輪皆とともに一本の桜を賜ったことから

寺では薄墨援として今日に伝えています。松WJ市指定天然記;念物で学名ではイヨ

ウスズミといいます。そのiまか麗法寺には“西法寺の七不思議問~①ニ捧の鶴本

尊②二つの党鐘③柱が様に化けた④不思議な桜@不思議な梅⑤不思議な地

名⑦不思議な名字~なるものもあるそうで、今年は朝日年よりかなり皐くなりそ

うな桜の時期がよけいに楽しみになりました。 (3月 13E宇和島市で、 17由松

山市も桜の開花を宣言しました。平すぎます。〉

いよいよ今思の語的地、東野iこ向かいます。愛護県研諺所の中にある、かつて

の松山藩主松平定行公の蕗屠所であった東野御茶麗毎年の近くにその椿はかっそ

容と、しかし散とした存在感で件んでいました。麓捧の原種です。紅と挨い鴇色

の花をつけた二本の権の離には言葉を失ってただ立ち尽くしてしまいました。議事

茶墨跡は、今はもう礎石を残すのみですが、構鰭謹れるほの暗い池や生い茂った

木々が往時の名題を帯、;ませてくれます。現し設から時空を超えて遠い昔に迷い込

んでしまったような世界をしばしの関堪能しました。咲き始めてまだBが設い壌

でしたからもう暫く花の盛りを楽しめそうです。

時折、南港が強くなる生槽の空模撲でしたが参加者全員が夫々の構是j惑を胸に、

先生のご自宅で先生が長年かけて葉集された勝大な藤本を拝見しながら、先生の

皇然iこ対する探い愛槽と環境{呆金に対する熱い想いを錆いました。私は先生にお

患にかかるのはこ護患ですが、先生のお話は一つ一つが心に品みわたち時簡が経

つのを忘れてしまいます。今密、特;こ私の心に残ったのは“生物多機性を壊して
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はならなし，""魯獣審ばかりが報道されるが鳥獣の生患可能地や鶴の減少こそが

問題開ということでした。お震に櫨えられたそクレン科のオガタマノキが二帯、

三踏の外廓下にまで枝を張り、紅紫患の基部に純白の花弁をもっ可憐な花を咲か

せていました。藤を近づけるとほのかに甘い香りがします。これも野鳥や蝶の為

に植えられたものの一つです。薄物館でもあるご自宅内と墨上、さながら鳥や蝶

の楽菌の撞なお躍については「蝶のくる庭Jにも詳しく響かれています。

心豊かな半自の余韻に浸りながら、先生のおー話をもっと多くの人還に聴いても

らえる諜な“接聞を作ることができないものか話し合いながら家路につきまし

(K.O曾〉

審 iこ

タリア世界遺産の旅9思額Jというツアーに参加した。イタリアは気候が

器本と鍛ているし、期間中、天気にも恵まれて結構心地員く行ってきた。もっと

もこの心地良さ段、家事と仕事から解放されていたことが大きい。

30名の団体でパスを増り切って、ナポリ、ローマ、ブイレンツェ、ミラノと、

南から北へ移動した。主iこ麗史的在建造物を見てまわった。ヴァチカンのミ手続や

コロッセオ、ドクオモ等、どれも患っていたより芭大で美しかった。空にそびえ

る寺院の尖塔の環きに、これ又そびえ立つマジアと聖人遣の操、患の違う大理若

をそザイク状に組み合わせた塁豊富、はるか昔によくぞここまでの薄物を遣ったも

のだと苦をまいた。

これらに麗まれた広場で、当時の人達はイ可を患ったのだろう。現代のイタリア

人の機子iまのぞき見ることはできなかったけれど、ガイドさんによると、やはり

宮本問機高齢化社会であち、環境問題や失業問題も描えているとの事だった。

謹物にも興味があった。パスの窓から見る撮りでは、なだらかな丘駿地は全て

牧草地になっていて、選賂や境界鱗ιイトスギやカサマツが整黙と並んでいただ

だった。町の花獲さんの癌頭では;まとんど宮本と開じものが売られていた。そ

でもミモザの咲く持期だったので、あちこちで黄急の詑が留についた。

パスの窓から;まんやちと「ああ謝路離はプラタナスか、公癌 クレンとレ

ンギョウがあるわいJ等とながめながらウトウトしていた掠も絡わってみれば、

あっという閣だった。フド患議なくらい繋d分が響ちついていた。「気分転換は必要じ

ゃわい」と再確認 した。(瓦・豆}
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議堂々介護

病院へ行っても議泉へ行っても、お年寄りであふれでいる。二人捕って手を取

り合っている方、夫婦で車棒子を押し支え合っている方、一人で杖をつき淋し気

に歩く方等、様々な生き方が見えて来る。

私方も、 78歳を爵の前にした病弱の夫を 74歳の私が、何とか支え助け合って

生活する毎日である。これが正に者々介護であると患う。

50識では者々介護を他人事の機に患っていたが、あっという関に喜分の身に

押し寄せて来た。若い簡は、子育てに職業に趣味にと話し合うこともいっiまし1あ

り、忙しくとも楽しい毘々を過ごして来たが、 70裁を過ぎたころから、生活に

変化もなく話し合うことも少なくなったの話すことと言えば、 fうんちが出んj

「足が痛い藤が捕しリ弱りゆく体のことばかりである。透析 10年の上に昨年は

大賜癌に勝脱奇襲と、 3ヶ月の入院で想、機もしなかったダメージ金受け、王監橋子生

活からやっと杖で歩ける，摸になった。

ストレス解捕にと、外食やスーパーに。時々出かけるが、すち是歩きに時間が掛

かる。若い噴鶴上の選手で定吉，!襲、だったが、今を受け入れなくてはと老い

ゆく姿を哀れに患う。

先日テレピで視聴したのだが「おしっこが出てごめんなさしリ「ごはんをこぼ

して許してねJr閉じ話を持田もするけどがまんして聞いておJとじいさんが、

患子や孫に歌で訴えていてはっとした。

誰も開じだ。いつかは皆開じ議に老いて弱っていくのが人生。それを受け入れ

認めていくのが家族であろうと。今の世の中、年を重ね弱って来ると、老人ホ…

ムや病鏡で過ごし、家族に看てもらう人が少なくなっている。若い人や子ども遣

が年寄りに寄号事長い、老人の体や気持ちを理解することが、家族の斡であ号、い

じめのない社会に詰るのではなかろうか。

昨夜のテレピでホームレスを路上から税出させるいろいろな場面が放映され

が、揺揺さんと雷われる方の、一人の人の命を大留にしようと接気強く緩張ら

れる姿に頭が下が号涙が出た。ホームレスも入と人との矯頼額保から始まり、結

ばれていく幹が、人生を変えることになったよい関だった。自殺者が 3万人を憲章

えそうという器本。どうか、頼れる人を作って話し合う事で命を救って下さい。

我が家も、老々介護の後法語、々介護が待っているが、お互いに騒かい心で接す

ることにしよう。

(Sa • 
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シキミコンラゴピューしまし"1'":::::..

家から議参鶴15分的訴に『童館シネマサンシャインjがあるのですが、昨

年 9月まで濯を謹ぷことがありませんでした由残暑離しい曾月額め、事是輯豊富

なら諒しいし、富騎 鞍監督作品を映画轄で見た事がなく F盤の上のポニピ

が最譲iこ詣るかもしれ註いと患い遅まき誌がら夫嬬で重量去最がてら出かけまし

た。夫鰯50割引〈どち告かが50議問上なら夫舗で部容器開)を事j揺して入館世

上映語、有り襲撃い事iこ5作品寵療の予告書語的中に興輔の麓く作品IJ(晶り、 3長

選から上映される作品を見る予定ができました。これを始まり Bこ皆月--2月

の告か月で 7本語ぽ月一関の調合で出かけていました。

その中で二擾碕む作品を見ています。 rおく哩rJとj 、吉見に見てとても

心に残ったのです。ストーリー拡クスッと笑えるシーン@心量まるシーン@

麗撃が蕪くなるシーン号をうまく理母麓ぜラストシーンまで重量きさせず、議量襲芸場

婦と詰った由理主蝶a:内地方の関季の醜景と主人公がチェロ奏者の設定な的

全編チェロ中£、の膏薬〈久石譲作曲師主襲撃事震がやに響いてこめ曲が錨れると

験豊震が患い捧かぶ鐙ピッタリでステキな輯です〉が効果的指役割安果たし、

観客を魅了しています。もうー藍行こうと思いつつ年が明け、 1月来からア

ンコール上映が蛤まったのを識に出か貯ました。事高翻よりも離かい毒草分まで

諜く見られたように感じました。ストーリーの展開が分かっている分、クス

ッと笑う撞話再が歩し早めに展蕗する入拡毒主連だけでは誌かった韓でした。そ

の後、アカデミ一貫外冨語映輯部門に/ミネートされ受繋という名警は日本

を擁かせました。アンコール上映は藤長され (3122進〉すでにDVDも発

売されましたが、映画轄で的映畿と音声に鵠まれる空離を味わってしまうと

fゃっ iまち映画誌映画館で見ると遣うよj と映画好きの友人に言われた事が

実感できましん0

それと、子供が菓立った畿の夫撮二人の生活を進鋸tJ:B々 にし指い為iこも

共通時楽しみの一つにな与ました。私i主主撃の運転をしないので曹設から夫と

かける事拡官官ですが、ご主人的議事霊童量的夫麗の荘り方に不安審揺いてい

る友人母語を意外誌抵ど開きます時私は頼関記事で知ったのですが、 月号才

のうブレターjめ本ご事じですか?中高年の男女を対象拡 捧鰐への轟重量的

気持ちしたためた誌がき華募集、受賞昨などを毎年率にまとめて出離、理長売

事量豊富霊堂星2万を鰯える人気の本で、 5月Eこ拭受堂作品を願書震にした映画も公開

されるそうです。調かのヒントになればと紹介してみました。

ちえまみに、次鶴見る予定的験画は「マーす一世界一おパカな犬が教えてく

れたことjです。 A. M 
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雑感

何だかおかしtt.お天気が続いています。それでなくても鰻立たしいニュースば

かりの毎日、よけいに苛々が募ります。

昨年末のノーベル賞での富本の快挙に続き、今春、米アカデミー糞でも日本の

二作品が外顕著苦峡蕗賓と翠編アニメーション賞に輝きました。議しいことです。

でもそんなうれしいニュースが続いてもすっきり靖々気分にはなれないでいま

す。世の中はパンドラの籍が襲警いてしまったかのような穣棺です。

与野党の大物議員への違詮献金嬢惑が連日報道されています。報道される“教

f舎とカネ円なんて氷山の一角にしか過ぎないと患ってしまいます。悲しいことで

す。集金能力や天下り先の多さが政治家@官僚としての髄打ちであると矯じてい

る吉い体震の人たちがまだまだ多いのでしょう。かつて大留の悲しであるかの謙

に患われていた韓民地支配が現代では、“鑓路町とか“搾取円と非難されている

様に、敬治家や官官較が央々の職権や既揮権益を“カネ開に結び付けることは説、ず

べきことだと一人一人が認識する時が来るのでしょうか?残念ながらそう辻思

えません。何故なら現代でも“自曲貿易押と見せかけた原産麗への不当な扱いは

現存していますG 開じようにあの手この手を考えるだけなのでしょう。

昨年来の百年に一度といわれる註界関時不況は収束の気配さえ克せず、アメリ

カの喪心の象識として就託したオパマ大統領が様々な政策を提示しても経済は

一向に疫臨しないで、います。わが寵では二次補正予算関違法案が可決され、

だった二兆円規模の定額給付金が現実のものとなり、高速道賂は普通車以下の

ETC (自動料金収受システム〉装着車に鰻り土器祝日士一部の大都市霊童を除き、

料金は距離に欝保なく上醸1， 000円だそうです。 包し、システムの輯整が完了す

るまでのーカ月位は大都市鱒通過前後で二重に徴収されるなどの不構もあるよ

うです。

吉くなった構築の保守点換にさえ予算が組めない吉治体が多いとも開きます。

んどん覆弊しています。二兆丹、もっと有効な使い道があった審だと今

でも患います。麓患を創出する為に、地元の企業の地元の人間による本当に必要

な公共事業を考えて欲しいのです。これ以上告動車の為の道路は要ちません。子

換やお年寄ちが安心して歩ける歩道こそを整嬬してiましいと患います。歩道のな

い道路があまりにも多すぎます。学校や病院の樹震工事も必要です。障が播勢金

したことによっ てしゑつ の“ハコモノ持の有数 1方も示し

号



てほしいものです。

高速道路料金値下げも何故 ETC装着車のそれも普通車以下だけなのでしょ

う? おまけに ETC車載器を新規に装着する場合には助成金まで出るといいま

す。どうして国はそこまでETC装着にこだわり、推進したいのでしょう?不思議

な感じがします。

複雑で分かりにくい雇用形態の中で、昨年の今頃は“最高の経常利益"とか“最

大の内部留保金"と言われていた大企業でさえ、職場を追われる人たちが増えて

います。下請け・孫請けの中小・零細企業には倒産するところも少なくありませ

ん。 f自助自立が第一Jr選り好みし過ぎJr自己責任j との声も聞かれます。し

かし少数であったとしても世の中には頑張りたくても頑張れない入、いくら頑張

っても形にならない人はいます。国民一人一人の安心、安全を守るべき行政機関

は、その人たちへの安全網の整備を第一義に考えてほしいと思います。

ついつい高齢者は“昔の貧しさはこんなものではなかった"と“耐乏自慢"を

してしまい勝ちです。私が子供だった昭和 20年代はごく一部を除き世の中のほ

とんどが貧しく、車もテレピも冷蔵庫も無いのが当たり前でした。しかし幸せな

ことに、貧しくても心豊かに暮らす知恵を持った大人たちに守られていました。

今は違います。“物"が溢れ、物を手に入れる為のお金が無くては幸せを感じる

ことが出来ない世の中になってしまっています。その為、働くことが可能な年齢

の人たちの殆どが家庭から職場へと居場所を移してしまいました。大人たち辻自

分逮が味わった苦労を子供達にはさせたくないと願い教育熱が高まりました。為

政者も納税者が増加することを是としたのでしょう。女性の地位向上、男女共同

参画型社会を揺い文句に乳幼児、病人、醸害者、高齢者には夫々の施設を準備し

てきました。しかし、真の男女共同参画型社会には程遠く、かえって女性の存在

感は薄れ、疲れた表情の人が増え、家族の緋さえ危うくなってしまっている現実

があります。家庭の中に弱い立場の人が当たり前に一緒に生活して生と死を共有

し、自分が特別の存在でいられる環境を創ってこそ、社会の中の弱い立場にある

人を当たり前に認めることのできる人格が形成されると思えてなりません。私遣

は今、過渡期の混迷の中でもがいています。

不況を理由に、経営者からワークシェアリング(仕事の分かちあい)を、との

声があがっています。オランダでもかつて今の毘本と閉じような状況に賂った時

10 



期があったそうです。それが 1982年、ワッセナ一合意(①労働組合は賃金抑制

lこ協力②経営者は麗用の維持と就労時開の短縮に務める③政府泣減税と財政

支出の抑制を国号菌離競争力を高めるための企業投資を活発化、麗患の増加を達

成)によりワークシェア予ングに成功し、現在は失業率も激減し夫婦2人で1.5

人分働き 0.5人分は家族の為の時間にまわすことのできる余裕ある生活を楽し

んでいるといいます。先進国の中でオランダの子換が一番幸せを感じているとい

う報告もあ号ます。このようにワークシェアリングが成功したのは“Letus go 

Dutch 欝ち勘にしよう円というオランダ人気繋に臨るところも大きいとも患い

ますが、“間一労動は同一時給円により待遇冨の差号別iり;を撤麓し“フ/ルレタイム注かミνν一

一ト夕イムかは労{働動者の言誇毒求により畠由に変更が出来る"こと;にこよる勤務形態の

多喋f把七を寵認、める法手捧孝が繋備されているからだだ、と考えますO また、失業した場合賃

金の 70闘は年間保証され、派遣業者には次の新しい仕事を見つけることが義務

付けられています。不況時に経営者側の緊急避難の為のワークシェアリングでは

なく、安全網を整備した上で男女のJjIJなく一人一人が幸せな働き方を追求する方

法としてのワークシェアリングがわが留にも譲付くことを窃望します。

苛々が吹き飛ぶような記事に出会いました。ノーベル業受賞者のお一人増)11敏

英先生は加藤周一氏ら 9入の知識人が呼びかけ人となち設立した「九条の会Jに

賛間し、 2005年 3見守九条の会』のアピーノレを法げる科学者.研究者の会j が

発是すると呼びかけ人となられました。ノーベル賞受賞講撰で f自国が引き起こ

した無謀で悲惨な戦争Jという表題で太平洋戦争に言及もされました。「科学そ

のものは中立でも、物理学の支えなしには核兵器開発ができないように、政治が

悪ければ研究成果は人々を殺揮することに利用される。Jiまだおしりに火がつい

ている状態とは思わないが、本当に九条がfriないという政治状況iこなれば軸患を

務究から運動の方に移すJr人間はとんでもない過ちを犯すが最後は理性的で

100年単設で見れば進歩してきたと矯じている。その環動力はいま起きている

都合なこと、悪いことをみんなで認識しあうことだ。J(覇毘新開 2.1) r改憲探

ほなぜ憲法を変えたがるのか。 ぼくは物理麗。題果捧で、考える購がある。 fなぜ』

と。彼らは条文に不繍があるからと言っているが、解釈改憲で富衛隊がソマヲア

まで行く時代。条文不構のせいじゃない。九条があったのでは出来ないことをや

ちたいからに違いえごい。つまり告患に兵器を震うということです。J語いころ名



吉患で空襲に遭った経験を撮り返り、「私は、子にも孫にもあんな患いはさせた

くない。題家が盟家の名のもとに始める戦争は嫌です。 j 戦争は突然記きるわけ

ではないと訴え「最経的には理性の問題です。一つのかけらを見た時iこ、人関と

してそこから街を想像できるか。鋭い自を持てば戦争の予兆は見える。その時、

反応しなけれぜならない。J(朝日新開 3.9)棄毒生です。

構然、 N出「今をどう生きる“知の毘人附加藤購ーが残した言葉jを観ました。

2008年の秋葉原無差別殺傷事件など最近のおぞましい事件を評して「信じられ

ない在り得ない事件とは患わない。 20世紀から 21世紀に積み残した閉塞感があ

り、下の方に淀んでいたものの絶望的な嫌発だ。 2001年のアメリカでの照時多

発テロ以来世界中で自自な行動を抑圧する雰毘気が蔓延している。組織力が増大

し髄人の彰響力が抵下してきている。専門分化が進み人間的に総合的に指示でき

る人が被っている。員本は明治維新以棒、非人格化、非輝人化、非舗性化という

代髄を払いその議牲の上に発屡してきた。今こそ①事実認識{どうなっている

か〉②だ、からどうするのか人間的感覚による世界の解釈の仕方、人間らしさを

世界の中に再生させることを意識し、爵うべき相手は何なのかを知ることが大

切Jと述べておられました。探い感銘を環きました。重い言葉ばかりです。ただ、

最後の 30分しか観ることが出来なかったことが非常に残念です。

夫が退職し、映画館に出かける様になりました。 1月は“チェ 28識の革命円

2月は“チェ 39歳 55ljれの手紙開。ゲパラには共感できます。世界で起きている

ことを自分の主主む世界の論理だけで判断してはいけないということも痛感しま

した。それでも私はゲパラの戦闘よちガンディーの行動を支持したいのです。 3

月は“チェンジジング押。麗敗した組識を守るために壊れてしまった心の捕さと、

そんな組織にあってもたった一人にでも良心が残っていれば解決への道は開け

ることに救いがありました。

(K.O.) 
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倒歳のラプレ夕、根強い火気:
.:2 007:ネ ~fI必βかめfrr帯

伴
侶
ヘ

中高年の男女を対象に、伴侶への感謝の気

持ちをしたためた一枚のはがきを募集する

i60織のラブレターJカT根強い人気だ。 2009

年で第9屈。受賞作などは毎年、本にまとめ

て出版され、販売総部数は42万を超える。 5

月には受賞作品を原案iこした映画も公開され

る。

こ
れ
ま
で
に
出
寒
気
民
間
四
歳
の
ラ
ブ
レ

タ
ー
」
金
8
冊
(
N
H
K出
版
)

の
思
い
切
々

由席6silの大賞を受賞した曾JII紀之さん

〈手曹の。漢の手旗手さんと共通の勉暗転の

合唱を肇しむ

企
画
は
住
友
信
託
銀
行
が
第
一
回
か
ら
審
査
員
を
務

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
墨
震
窪
め
る
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
一
佐
川

の
中
で
、
高
霊
童
嘉
芳
一
警
瓦
ま
は
「
心
の
真

牽
又
え
て
『
足
世
代
の
定
年
実
や
叫
び
が
感
じ
ら
れ
る
。

退
職
後
の
暮
ら
し
を
応
援
す
長
い
年
月
を
共
に
し
芸
大
組
問

る
意
味
も
込
め
て
始
ま
つ
は
益
瓦
い
に
何
か
誇
U
A口い

た

。

た

い

と

怒

っ

て

い

る

」

と

根

応
募
資
婚
は
五
十
歳
以
上
強
い
人
気
の
理
由
を
分
析
す

で
、
八
回
目
ま
で
に
計
約
八
る
。

万
六
千
通
が
寄
せ
ら
れ
た
。
昨
年
の
第
八
回
大
賞
受
賞

毎
回
、
約
二
十
五
人
に
大
賞
者
は
千
華
巾
の
宮
川
紀
之
さ
恵
子
字
ん

(pu)の
目
尻
に
涙
容
。
「
あ
の
と
望
、
一
ぎ
ゅ
っ
ト
役
員
と
、
家
庭
の
こ
と
し

な
ど
各
貨
が
贈
ら
れ
る
が
、
ゐ
内
問
。
。
四
十
年
前
の
新
婚
の
跡
が
あ
っ
た
の
に
詩
を
と
建
矯
め
て
上
げ
れ
ば
よ
か
知
ら
な
い
委
、
ピ
i
ト
ル

審
査
員
に
よ
る
選
定
の
前
時
代
、
会
社
の
仕
事
を
優
先
ふ
く
れ
て
い
る
ん
だ
」
と
突
か
っ
た
の
に
と
切
な
く
な
る
ズ
に
熱
中
し
た
音
楽
好
き
の

に
、
事
費
燭
の
同
信
託
銀
行
し
、
帰
宅
し
た
と
宍
婆
の
乎
き
放
し
た
こ
と
を
わ
び
る
内
ん
だ
!
」
と
絡
ん
で
い
る
。
鮮
魚
底
夫
妻
な
ど
、
団
塊
世

受
賞
作
本
・
映
画
に

歳
月
経
た
言
葉
心
打
つ

広
告
審
依
会
頭
チ
!
ム
の
廼

当
者
が
約
百
通
に
絞
り
込

む。
「
涙
空
の
、
お
読
み
進
め

ら
れ
な
い
と
書
記
。
情
震
が

浮
か
ぶ
長
つ
な
、
ス
ト
レ
ー

ト
に
伝
え
た
い
も
の
が
心
を

打
つ
。
事
務
局
は
申
お
~
五
十

代
に
な
ら
な
い
世
代
が
中
心

だ
が
、
自
分
が
六
+
歳
に
な

っ
た
』
婆
」
こ
ん
な
夫
婦
関
係

で
い
ら
れ
る
か
な
、
そ
ん
な

こ
と
言
え
る
と
μ
Uな
あ
と

言
う
職
員
も
い
ま
す
」
と
チ

ー
ム
獲
の
江
要
望
』
ん
。

映画r60.のラブレター」の一場荷。大手

建陵会祉の完工υート社員を演じ~申村
雅俊さん〈右〉と嚢滑走の飯田襲被乎さん

受
賞
後
の
夫
婆
の
警
り
し
代
に
特
徴
的
な
三
つ
の
夫
婦

が
テ
レ
ピ
の
特
集
番
組
に
な
関
係
を
設
定
、
そ
れ
ぞ
れ
の

っ
て
紹
介
去
、
急
共
通
カ
ッ
プ
ル
が
引
き
起
乙
姦

の
趣
味
で
あ
る
合
唱
を
楽
し
紋
多
蔵
務
的
に
描
く
。

む
。
「
こ
の
企
画
存
き
っ
か
三
木
和
史
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

げ
に
再
ス
タ
!
ト
が
切
れ
ま

l
は
「
長
年
連
れ
離
っ
た
夫

し
さ
と
千
恵
子
『
足
婦
の
真
実
が
一
枚
の
は
が
き

受
賞
作
ロ
聞
は
腕
輯
な
ど
舞
に
播
か
れ
て
い
た
O

心
の
機

台
で
取

υ↑
習
ら
れ
る
こ
と
微
を
挟
像
に
し
、
感
動
に
つ

が
度
々
あ
っ
た
が
、
回
麗
註
な
げ
、
若
い
カ
ッ
プ
ル
に
も

代
が
大
量
退
職
す
る
の
を
機

y
夫
婦
っ
て
い
い
ね
H

と
患

に
松
竹
が
映
画
「
郎
歳
の
ラ
っ
て
も
ら
え
る
長
つ
な
映
画

プ
レ
タ
!
」
の
製
作
に
取
り
房
倖
り
た
い
と
考
え
た
」
と

組

ん

だ

。

話

し

て

い

る

。

大
手
建
設
会
社
の
エ
リ
ー

勤した講演会など課外授業も企濁し

ていく。

好奇J心、底震で時間に余裕のある贋

を書:ji!ilこ呼び戻すのが狙い。 7月ま

で月5冊、計20点謝守した後、年間

20点ペースで刊行。 1260円から。

ユニーク団塊のた教科書ミ「学びやぷっくJ創刊

明治書院は4月から、回線設代向 な人の馬券術」、「せいかつ」とし

げに「学びやぷつくJシリーズを創 て「欧州スイーツ紀行」などユニー

刊する。「さんすうJとして「知的。クな噛私分げが特徴。新刊に連
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4月7日〈火〉午後 12時半三越アトリウムコートに集合

昼食〈レストラン問自〉畿 庚申曜を見学します

参加者望の方は、林まで 4月 5日までにご連絡下さい。

皆さんのご参加をお待ちしておちます。

くらしの学習会では、難時会員を募集しています。

活動会員 2，00合丹/年 購読会員 1，000円/年

振込先口議番号{郵便罵) くらしの学習会 01610咽5・21026

開合せ先程L/FAX 089部 4・6956

E-盟寂iI:kt七ayasm@nu記y.CO盟

¥一一
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